
 

参照条文 
 
●道路運送車両法（昭和二十六年法律第百八十五号） （抄） 

 

 （自動車の指定） 

第七十五条 国土交通大臣は、自動車の安全性の増進及び自動車による公害の防止その

他の環境の保全を図るため、申請により、自動車をその型式について指定する。 

２ 前項の指定の申請は、本邦に輸出される自動車について、外国において当該自動車

を製作することを業とする者又はその者から当該自動車を購入する契約を締結して

いる者であつて当該自動車を本邦に輸出することを業とするものも行うことができ

る。 

３ 第一項の指定は、申請に係る自動車の構造、装置及び性能が保安基準に適合し、か

つ、当該自動車が均一性を有するものであるかどうかを判定することによつて行う。

この場合において、次条第一項の規定によりその型式について指定を受けた装置は、

保安基準に適合しているものとみなす。 

４ 第一項の申請をした者は、その型式について指定を受けた自動車（第二項に規定す

る者であつてその製作し、又は輸出する自動車の型式について第一項の指定を受けた

もの（第八項において「指定外国製作者等」という。）に係る自動車にあつては、本

邦に輸出されるものに限る。第七項及び第八項において同じ。）を譲渡する場合にお

いて、当該自動車の構造、装置及び性能が保安基準に適合しているかどうかを検査し、

適合すると認めるときは、完成検査終了証を発行し、これを譲受人に交付しなければ

ならない。 

５～８ （略） 

 

第百十二条 第十五条の二第四項（第十六条第六項又は第六十九条の二第五項において

準用する場合を含む。）、第十八条第二項（第六十九条の三において準用する場合を含

む。）、第二十七条第三項、第二十八条第一項（第二十八条の三第二項において準用す

る場合を含む。）、第六十三条第四項後段、第六十九条第一項、第七十五条第四項、第

八十九条第一項（第九十四条の九において準用する場合を含む。）又は第九十四条第

二項の規定に違反した者は、三十万円以下の過料に処する。 

２ （略） 


